Language units in syntax by 小針  浩樹
文構造論における言語単位の問題
















































































































































































































































































































































































































的に備えている｡述語文節としては､この他に､ ｢咲かせる｣ ｢咲いた｣ ｢咲かない｣
｢咲くだろう｣等を想定することができる｡こうした諸形式と､ ｢咲く｣という基
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(例えば｢命令｣ ｢質問｣ ｢表出｣)のことではない｡こうした注意を怠ると､ ｢構造と機
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-｣ 『国語と圃文学』 85- 1は､形態素主義を克服する必要性を改めて主張している｡
